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主
な
記
事

２面…平成20年４月から後期高齢者医療制度が開始
３面…友好都市ウィーン市ヘルナルス区だより
４面…プラスチック類は汚れを落として捨てましょう

○世帯数   113,793（338減）   ○人口   男124,635（328減）  女 4,255　（平成19年８月１日現在、（　）は前月比）
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「
府
中
小
唄
」（
作
詞・野
口
雨
情
、

作
曲・中
山
晋
平
）に
は
、次
の
よ
う

に
唄う

た

わ
れ
て
い
ま
す
。
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こ
の｢

金
仏
さ
ま｣

は
、本
町
の

善ぜ
ん
み
ょ
う
じ

明
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
大
鉄

仏（
座
像
）の
こ
と
で
、小
鉄
仏（
立

像
）と
と
も
に
、国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。小
鉄
仏
は

大
鉄
仏
の
胎
内
仏
と
言
い
伝
え
ら

れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、「
身
ご
も
り
」

と
い
っ
た
よ
う
な
表
現
の
歌
詞
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
善
明
寺
の
鉄
仏
で
す
が
、

江
戸
時
代
の
安
永
９
年（
１
７
８
０

年
）「
武
蔵
演
路
」に
は
、大
鉄
仏
は

六
所
宮（
現
在
の
大
國
魂
神
社
）境

内
に
あ
っ
て
、鎌
倉
時
代
の
建
長
年

間
に
、畠
山
重
忠
が
造
立
し
た
と
あ

り
ま
す
。こ
の
大
鉄
仏
は
国
分
寺
か

ら
運
ば
れ
て
六
所
宮
に
安
置
さ
れ
、

明
治
維
新
後
に
小
鉄
仏
と
も
ど
も

善
明
寺
に
移
さ
れ
ま
す
が
、小
鉄
仏

は
維
新
前
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
不

明
で
す
。こ
の
よ
う
に
来
歴
に
謎
の

多
い
鉄
仏
２
体
に
、畠
山
重
忠
と
遊

女
と
の
悲
し
く
も
美
し
い
ロ
マ
ン

ス
が
結
び
つ
き
、冒
頭
の「
恋
の
か

け
橋
」と
な
り
、府
中
に
言
い
伝
え

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

次
回
は
、こ
の
言
い
伝
え
を
詳
し

く
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
善
明
寺
の
鉄
仏
は
、

文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
中
の
11
月
３
日

（
祝
）に
一
般
公
開
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。詳
細
は
、文

化
財
担
当（
３
３
５
・４
４
７
３
）へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

恋
の
か
け
橋

　
　

金か
な

仏ぶ
つ

さ
ま
の
物
語そ

の
一

　９月22日（土）から30日（日）に、生涯学習センターで「生涯学習　９月22日（土）から30日（日）に、生涯学習センターで「生涯学習
フェスティバル」を開催します。市民の皆さんが制作した作品のフェスティバル」を開催します。市民の皆さんが制作した作品の
展示や、市民グループによる演奏やダンスの発表など、たくさん展示や、市民グループによる演奏やダンスの発表など、たくさん
の催しが行われます。ぜひ、お越しください。の催しが行われます。ぜひ、お越しください。
　なお、各催しの観覧・参加は無料です。　なお、各催しの観覧・参加は無料です。
　問合せは、生涯学習センター学習事業係（３３６・５７０８）へ。　問合せは、生涯学習センター学習事業係（３３６・５７０８）へ。

  見る●●●●●●●

■市民作品展■市民作品展　９月22日（土）から30日（日）午前　９月22日（土）から30日（日）午前
９時～午後10時(研修室は午後５時まで、30日は９時～午後10時(研修室は午後５時まで、30日は
午後４時まで）　ロビーほか／内容は絵画､写真､午後４時まで）　ロビーほか／内容は絵画､写真､
陶芸､版画､手芸､工芸などの作品展示陶芸､版画､手芸､工芸などの作品展示
■ビデオ上映会■ビデオ上映会　９月24日(月）午後１時半～３　９月24日(月）午後１時半～３
時半　講堂／内容は親子で学ぶ日本文化と環境の時半　講堂／内容は親子で学ぶ日本文化と環境の
大切さについて大切さについて

  聞く●●●●●●●

■生涯学習ボランティア「悠学の会」による学習相■生涯学習ボランティア「悠学の会」による学習相
談談　９月24日（月）・25日(火）午後２時～４時・26　９月24日（月）・25日(火）午後２時～４時・26
日（水）午前10時～正午　語学室日（水）午前10時～正午　語学室

  楽しむ●●●●●●

■サウンドフェスティバル～Live in 府中■サウンドフェスティバル～Live in 府中　９月
30日（日）午後１時～６時　小ホール／内容は0日（日）午後１時～６時　小ホール／内容は
ロック、ラテンジャズ、フォークなどのコンサートロック、ラテンジャズ、フォークなどのコンサート
■市民発表会■市民発表会　９月24日（月）午前10時～午後５　９月24日（月）午前10時～午後５
時半　アトリウム／内容は市民グループによる演時半　アトリウム／内容は市民グループによる演
奏、合唱、舞踊、朗読ほか奏、合唱、舞踊、朗読ほか

  そのほかの催し●●

■ワークショップ■ワークショップ
●オカリナ体験●オカリナ体験　９月24日（月）・25日（火）午後１　９月24日（月）・25日（火）午後１
時～４時　研修室ほか時～４時　研修室ほか
●タイ語体験広場●タイ語体験広場　９月24日（月）・29日（土）・30　９月24日（月）・29日（土）・30
日（日）午前10時～正午　語学室ほか／各日先着日（日）午前10時～正午　語学室ほか／各日先着
20人20人
●家族のためのコミュニケーション●家族のためのコミュニケーション　９月26日　９月26日
（水）・30日（日）午前10時～午後３時　研修室／対（水）・30日（日）午前10時～午後３時　研修室／対
象は10歳以上の方／内容は心理テストでコミュ象は10歳以上の方／内容は心理テストでコミュ
ニケーション方法を学ぶニケーション方法を学ぶ
●パソコンふれあい広場●パソコンふれあい広場　９月25日（火）・26日　９月25日（火）・26日
（水）・29日（土）・30日（日）午前10時～午後４時　（水）・29日（土）・30日（日）午前10時～午後４時　
パソコン学習室パソコン学習室

●自分の生き方を考えるエンディングノート（遺●自分の生き方を考えるエンディングノート（遺
言書）言書）　９月26日（水）午後１時～３時　語学室／　９月26日（水）午後１時～３時　語学室／
対象は20歳以上の方／先着20人／内容は最後ま対象は20歳以上の方／先着20人／内容は最後ま
で自分らしく生きるために残すエンディングノーで自分らしく生きるために残すエンディングノー
トの書き方トの書き方
●剥がし刷り版画教室●剥がし刷り版画教室　９月25日（火）・29日（土）　９月25日（火）・29日（土）
午後１時～５時　版画室ほか／対象は10歳以上午後１時～５時　版画室ほか／対象は10歳以上
の方／各日先着10人／内容は木工用ボンドとこの方／各日先着10人／内容は木工用ボンドとこ
ん包用のクラフトテープで版画を作るん包用のクラフトテープで版画を作る
●初めての銅版画●初めての銅版画　９月27日（木）・30日（日）午後　９月27日（木）・30日（日）午後
１時～６時　版画室ほか／対象は10歳以上の方１時～６時　版画室ほか／対象は10歳以上の方
／各日先着20人／各日先着20人
●こどもサイエンス「手づくり工作を楽しもう」●こどもサイエンス「手づくり工作を楽しもう」　　
９月29日（土）午前10時～午後３時　アトリウム９月29日（土）午前10時～午後３時　アトリウム
／対象は小学生（２年生以下は保護者同伴可）／内／対象は小学生（２年生以下は保護者同伴可）／内
容はセパタクローボール、クルクルレインボー、容はセパタクローボール、クルクルレインボー、
スーパーシャスーパーシャ
ボン玉作りほボン玉作りほ
かか
■起震車体験■起震車体験
　９月24日　９月24日
（月）午後１時（月）午後１時
～３時　前庭～３時　前庭
／雨天中止／雨天中止

　　フェステ ル
から

22
9

30
土

日
新しい自分新しい自分とと学

習仲間学習仲間
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◆現行制度と後期高齢者医療制度の対照表◆
老人保健制度

（平成20年３月31日まで）
後期高齢者医療制度

（平成20年４月１日から）

対象者 75歳以上の方と65歳以上で一定の障害のある方

対象となる
時期

75歳の誕生月の翌月（誕生
日が１日の方は誕生月）

75歳の誕生日から
※現在75歳以上の方は、平
成20年４月１日から対象と
なります。

医療機関で
の受診

健康保険証と老人保健法医
療受給者証が必要

後期高齢者医療被保険者証
が必要

負担割合 一般１割、一定以上の所得がある方３割

給付 医療サービスの提供・療養費の支給

保険料

加入している国民健康保険
や社会保険などに各自で納
付。社会保険などで扶養を
受けている方は保険料の負
担なし

対象者全員が保険料を納付。
世帯の総所得金額などによ
り軽減措置あり

◆老人保健法医療受給者証の発送予定日◆
生年月日 発送予定日

昭和７年10月１日 ９月25日(火）
昭和７年10月２日から昭和７年11月１日 10月25日(木）
昭和７年11月２日から昭和７年12月１日 11月26日(月）
昭和７年12月２日から昭和８年１月１日 12月25日(火）
昭和８年１月２日から昭和８年２月１日 平成20年１月25日(金）
昭和８年２月２日から昭和８年３月１日 平成20年２月25日(月）
※すでに老人保健法医療受給者証の交付を受けている方は除きます。

　近年、日本は世界の国々と比
べると大人のモラルが非常に低
い国であると言われています。
子供のころに心ゆくまで遊んだ
り、自然や物に触れる体験をし
たりすることにより、豊かな想
像力や感性を育てることの重要
性が、現在訴えられています。
　いつの時代であっても、社会
が子供にとって、年齢に応じた
責任感、耐える力、好奇心や感性
などが損なわれることのない環
境であってほしいものです。
　次代を担う子供たちが安心し
て健やかに成長できる環境を確
保すること、特に、子供がいじめ
や虐待などの暴力から自分を守
るための予防教育プログラムで
も言われている大切な三つの権

利、「安心」「自信」「自由」を守る
ことが子供の人権を守ることに
なり、それが私たち大人の責任
でもあります。これから大人に
なる子供の人権が尊重されるこ
とにより、子供たちに人権尊重
の精神が芽生え、すべての人の
人権が尊重される社会が実現さ
れます。私たち人権擁護委員も
その実現のため、日々努めてい
ます。
　人権擁護委員は、人権問題を
はじめ、悩みや心配ごとの相談
に応じて、適切な助言やアドバ
イスを行っています。
　人権擁護委員についての問合
せは、市民相談室（３６６・１７
１１）へ。

子供子供たちたちの
健やかやかな成長を願な成長を願って
子供子供たちたちの
健やかやかな成長を願な成長を願って
子供たちの
健やかな成長を願って

人権擁護委員人権擁護委員から人権擁護委員から

お
知
ら
せ
し
ま
す

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
更
新

　

現
在
交
付
し
て
い
る
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
、９
月
30
日（
日
）ま
で
で
す
。新

し
い
被
保
険
者
証
を
９
月
中
旬
に

発
送
し
ま
す
の
で
、記
載
内
容
を

確
認
し
て
、10
月
１
日（
月
）か
ら

は
新
し
い
被
保
険
者
証
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。有
効
期
限
の
過
ぎ

た
被
保
険
者
証
は
、市
役
所
5
階

保
険
年
金
課
、ま
た
は
各
文
化
セ

ン
タ
ー
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、保
険
年
金
課
保
険

税
係（
３
３
５
・
４
０
５
５
）へ
。

75
歳
に
な
る
方
に

老
人
保
健
法
医
療

受
給
者
証
を
発
送

　

10
月
１
日（
月
）以
降
に
75
歳
に

な
る
方
に
、誕
生
月
の
翌
月（
誕
生

日
が
１
日
の
方
は
誕
生
月
）か
ら

使
用
す
る「
老
人
保
健
法
医
療
受

給
者
証
」を
下
の
表
の
と
お
り
発

送
し
ま
す
。医
療
機
関
な
ど
で
受

診
す
る
場
合
は
、お
持
ち
の
健
康

保
険
証
と
老
人
保
健
法
医
療
受
給

者
証
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

　

問
合
せ
は
、高
齢
者
支
援
課
医

療
係（
３
３
５
・
４
０
３
３
）へ
。

■
医
療
保
険
の
加
入
調
査
に
ご
協

力
を

　

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
の

交
付
に
伴
い
、市
の
国
民
健
康
保

険
以
外
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
を
対
象
に
、「
医
療
保
険
加

入
調
査
」を
郵
送
し
て
い
ま
す
。老

人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
発
送
予

■
制
度
の
運
営

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、都

内
に
あ
る
す
べ
て
の
市
区
町
村
が

加
入
し
た
、東
京
都
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
が
運
営
し
ま
す
。

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
は
、保
険
料
の
算
定
・
給
付
業
務

な
ど
を
行
い
、市
は
、申
請
な
ど
の

窓
口
業
務
や
保
険
料
の
徴
収
業
務

な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
制
度
の
対
象

　

75
歳
以
上
の
方
と
65
歳
以
上
で

申
請
の
あ
っ
た
一
定
の
障
害
の
あ

る
方
が
対
象
で
す
。ま
た
、平
成
20

平
成
20
年
４
月
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

始
ま
り
ま
す

年
４
月
以
降
に
75
歳
に
な
る
方
は
、

誕
生
日
か
ら
自
動
的
に
加
入
し
ま

す
。

■
医
療
機
関
で
の
受
診
方
法

　

現
在
、医
療
機
関
で
受
診
す
る

場
合
、健
康
保
険
証
と
老
人
保
健

法
医
療
受
給
者
証
の
２
枚
が
必
要

で
す
が
、平
成
20
年
４
月
か
ら
は

「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」

の
１
枚
の
み
を
提
示
し
ま
す
。平

成
20
年
３
月
ま
で
に
老
人
保
健
制

度
に
加
入
し
て
い
る
方
に
は
、後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
平

成
20
年
３
月
に
送
付
し
ま
す
。

定
日
の
約
１
か
月
前
に
お
送
り
し

ま
す
の
で
、期
限
ま
で
の
回
答
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。な
お
、期
限
ま

で
に
回
答
が
な
い
場
合
、老
人
保

健
法
医
療
受
給
者
証
の
発
送
が
遅

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
内
の
情
報
が
満
載

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で「
が
い

ど
ま
っ
ぷ
府
中
」を
公
開

　

市
で
は
、９
月
11
日（
火
）か
ら
、

地
図
を
活
用
し
て
市
の
様
々
な
情

報
を
閲
覧
で
き
る「
が
い
ど
ま
っ

ぷ
府
中
」を
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.fuchu.

tokyo.jp/

）で
公
開
し
ま
す
。

　
「
が
い
ど
ま
っ
ぷ
府
中
」は
、市

内
の
地
図
だ
け
で
な
く
、選
択
し

た
場
所
の
詳
し
い
情
報
・
画
像
の

閲
覧
や
経
路
の
検
索
な
ど
が
で
き

ま
す
。

　

問
合
せ
は
、情
報
シ
ス
テ
ム
課

Ｉ
Ｔ
推
進
担
当（
３
３
５
・
４
０
５

７
）へ
。

■
掲
載
情
報

○
施
設
情
報
…
公
共
施
設
・
関
連

施
設
案
内

○
安
全
・
安
心
情
報
…
防
災
情
報

ほ
か

○
福
祉
・
健
康
情
報
…
バ
リ
ア
フ

リ
ー
状
況
、医
療
機
関
情
報
ほ
か

○
観
光
情
報
…
府
中
観
光
マ
ッ

プ
、府
中
30
景
ほ
か

○
交
通
情
報
…
ち
ゅ
う
バ
ス
路
線

図
・
時
刻
表
ほ
か

○
教
育
情
報
…
学
区
域
図
ほ
か

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
、現
行
の
老
人
保
健
制
度
が「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」に
変
わ
り
ま
す
。現
在
、老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち

の
方
は
、国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
な
が
ら
、老
人
保

健
制
度
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
ま
す
が
、今
後
は
新
た
に
独
立

し
た
医
療
保
険
制
度
で
あ
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、現
役
世
代
と
高
齢
者
世
代
の
負
担
を
明
確

に
し
、保
険
財
政
基
盤
の
安
定
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
号
で
は
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、高
齢
者
支
援
課
医
療
係（
３
３
５
・
４
０
３
３
）へ
。

■
自
己
負
担
割
合

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
も
、

現
在
と
同
様
に
、医
療
機
関
な
ど

の
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担
割
合

は
、一
般
の
方
は
１
割
、一
定
以
上

の
所
得
が
あ
る
方
は
３
割
で
す
。

■
保
険
料

　

保
険
料
は
、被
保
険
者
全
員
が

均
等
に
負
担
す
る「
均
等
割
額
」

と
、所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る「
所

得
割
額
」の
合
計
額
で
す
。現
在
加

入
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
や
社

会
保
険
か
ら
は
自
動
的
に
脱
退

し
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
の
み
を
支
払
い
ま
す
。

　

ま
た
、社
会
保
険
な
ど
で
扶
養

を
受
け
て
い
る
方
も
、後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
と
保
険

料
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、２
年
間
の
保
険
料
の
軽
減
措

置
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、世
帯
の
総

所
得
金
額
な
ど
が
低
い
被
保
険
者

に
も
保
険
料
の
軽
減
措
置
が
あ
り

ま
す
。

　

保
険
料
率
や
軽
減
措
置
な
ど
の

具
体
的
な
内
容
は
、11
月
以
降
に

決
定
し
ま
す
。

■
保
険
料
の
支
払
い

　

支
払
い
方
法
は
、原
則
、公
的
年

金
か
ら
介
護
保
険
料
と
同
時
に
天

引
き
し
ま
す
。公
的
年
金
が
年
額

18
万
円
未
満
の
方
や
介
護
保
険
料

と
合
わ
せ
た
保
険
料
額
が
年
金
額

の
２
分
の
１
を
超
え
る
方
は
、納

付
書
や
口
座
振
替
で
納
め
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

寄　

付
（
敬
称
略
）

■
福
祉
基
金
へ　

▽
四
谷
婦
人
会

　

五
万
円
▽
是
政
南
町
町
会
福
祉

部　

二
万
二
九
三
四
円

■
社
会
福
祉
協
議
会
へ　

▽
東
京

土
建
府
中
国
立
支
部
美
好
分
会　

一
万
二
三
○
○
円
▽
サ
ー
ク
ル
穂

波　

一
万
四
一
四
○
円
▽
心
身
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

設
置
募
金
箱　

二
万

五
四
○
七
円
▽
矢
崎
歯
科
医
院
と

患
者
さ
ん
一
同　

一
万
三
三
一
○

円
▽
東
京
土
建
府
中
国
立
支
部
紅

葉
丘
分
会　

一
万
円
▽
Ｒ
Ｕ
Ｆ
Ｆ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
の
集

い　

一
万
四
一
九
二
円
▽
信
和
建

設
信
友
会　

四
万
七
五
○
○
円
▽

商
工
ま
つ
り
設
置
募
金
箱　

三
万

三
七
四
八
円
▽
武
蔵
府
中
青
色
申

告
会
府
中
支
部　

三
万
七
千
円

■
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー

へ　

▽
Ｈ

Ｍ
Ｃ　

一
万
円

▲

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
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皆さんの声を市政に
市政モニター募集

　市では、市民の皆さんからの意見を
市政に生かすため、市政モニターを募
集します。
▽期間 11月１日（木）から平成21年10
月31日（土）
▽対象 市内に１年以上住む20歳以上
の市民で、市の公職やほかのモニター
になっていない方
▽定員 一般モニター30人、電子メー
ルモニター70人
▽内容 一般モニターは市政や施策に
ついて会議で意見聴取、電子メールモ
ニターは市からのアンケートに電子
メールで回答
▽謝礼 会議１回の出席につき2000
円、アンケート１回の回答につき1000
円
▽申込み ９月28日（金）まで（当日消
印有効）に、はがきに住所、氏名（ふりが
な）、生年月日、市内居住年数、職業、電
話番号、応募の動機を記入して、〒18
3－8703総務部広報課へ／申込み多数

の場合は、地域、年齢などを考慮して
選考し、結果は10月下旬に通知
▽問合せ 広報課広聴担当（３６６・
１７１１）

子育てひろば「ほののぼ～う
さぎグループ」参加者募集
　在宅で子育てしている親子を対象
に、子育て事業を開催します。
▽日時 10月12日（金）・17日・24日・
31日（水）、11月９日（金）・14日（水）午
前10時～正午（全６回）
▽会場 矢崎幼稚園
▽対象 平成18年10月から平成19
年２月生まれの乳児と保護者
▽定員 先着10組
▽費用 無料
▽内容 親子交流、子育ての相談・情
報提供ほか
▽申込み・問合せ　保育課地域子育
て支援担当（３３５・４３４１）へ

府中ＮＰＯ・ボランティア
まつりボランティアを募集
　「府中ＮＰＯ・ボランティアまつ
り」で、当日の会場案内や催しの手伝
いなどをするボランティアを募集し
ます。
▽日時 11月17日（土）・18日（日）午

前10時～午後４時
▽会場 府中駅北口広場、府中グ
リーンプラザ
▽対象 16歳以上の方
▽申込み 10月５日（金）までに、市
役所４階市民活動支援課へ
▽問合せ 市民活動支援課支援係
（３３５・４０３５）

さかな・ザリガニ救出作戦

　稲の収穫時期には用水路へ流す水
を止めるため、用水路にいる魚やザ
リガニなどが取り残されてしまいま
す。府中市用水組合と府中市西府用
水組合の協力で、用水路の生き物を
救出します。
▽日時 ９月22日（土）午前10時～11
時／小雨実施
▽集合場所　ＮＥＣ府中事業場正門

前新田川緑道（日新町１の10）、四谷公
会堂（四谷４の６）
▽費用 無料
※魚捕り網、ビニール袋、長靴を持参し
てください。
※実施場所に魚やザリガニがいない場
合があります。
※小学３年生以下の方は、保護者同伴
でお越しください。
▽申込み 当日直接会場へ
▽問合せ 経済観光課農政係（３３５・
４１４３）

青少対第七地区
ふれあいコンサート

▽日時 ９月22日（土）午後１時半
▽会場 七中体育館
▽入場 自由（無料）
▽内容 琉球舞踊や小・中学生による
合唱・合奏
▽出演 喜扇本流千歳会ほか
▽主催 青少年対策第七地区委員会
▽問合せ 児童青少年課青少年係（３
３５・４４２７）

友
好
都
市
ウ
ィ
ー
ン
市
ヘ
ル
ナ
ル
ス
区
だ
よ
り

友
好
都
市
ウ
ィ
ー
ン
市
ヘ
ル
ナ
ル
ス
区
だ
よ
り

友
好
都
市
ウ
ィ
ー
ン
市
ヘ
ル
ナ
ル
ス
区
だ
よ
り

ロ
ベ
ル
ト
・
プ
レ
ー
ガ
ー
さ
ん
︵
府
中
・
ヘ
ル
ナ
ル
ス
友
好
委
員
会
会
長
︶

ロ
ベ
ル
ト
・
プ
レ
ー
ガ
ー
さ
ん
︵
府
中
・
ヘ
ル
ナ
ル
ス
友
好
委
員
会
会
長
︶

「
ホ
イ
リ
ゲ
」
で
新
酒
の
ワ
イ
ン
を

ホ
イ
リ
ゲ
」
で
新
酒
の
ワ
イ
ン
を

ロ
ベ
ル
ト
・
プ
レ
ー
ガ
ー
さ
ん
︵
府
中
・
ヘ
ル
ナ
ル
ス
友
好
委
員
会
会
長
︶

「
ホ
イ
リ
ゲ
」
で
新
酒
の
ワ
イ
ン
を

▲
 

夕
食
時
は
家
族
の
だ
ん
ら
ん
の
場

と
な
る
ホ
イ
リ
ゲ

　

本
市
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
ウ
ィ
ー
ン
市
ヘ
ル
ナ
ル
ス
区
は
、友
好
協

定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
て
い
る
ぶ
ど
う
、そ
れ
に
ま
つ
わ
る
ホ

イ
リ
ゲ
、シ
ュ
ラ
ン
メ
ル
音
楽
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、市
民
活
動
支
援
課
都
市
交
流
担
当（
３
３
５
・
４
１
３
１
）へ
。

▲ 区役所前に建つシュラン
メル四重奏像

　

ウ
ィ
ー
ン
市
内
に
は
約
７
０
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
ぶ
ど
う
畑
が
あ
り
ま

す
。大
都
市
に
こ
れ
だ
け
の
ぶ
ど
う

畑
が
あ
る
と
こ
ろ
は
、あ
ま
り
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ウ
ィ
ー

ン
の
ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
は
、町
の
歴

史
と
共
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。２

５
０
０
年
前
に
は
、既
に
ぶ
ど
う
栽

培
が
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、市
内
に
は
約
４
５
０
件
の

ワ
イ
ナ
リ
ー
が
あ
り
、ワ
イ
ン
の
年

間
生
産
量
は
、２
５
０
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
約
８
０
０
万
杯

分
で
す
。ウ
ィ
ー
ン
市
所
有
の
ワ
イ

ナ
リ
ー「
コ
ー
ベ
ン
ツ
ル
」は
、国
内

外
で
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。

　

ワ
イ
ン
農
家
が
そ
の
年
に
造
っ
た

新
酒
の
ワ
イ
ン
を
飲
ま
せ
る
レ
ス
ト

ラ
ン
を「
ホ
イ
リ
ゲ
」と
い
い
、ワ
イ

ン
の
７
割
は
こ
こ
で
消
費
さ
れ
て
い

ま
す
。ヘ
ル
ナ
ル
ス
区
に
は
３
件
、

ウ
ィ
ー
ン
市
内
に
は
約
１
０
０
件
の

ホ
イ
リ
ゲ
が
あ
り
ま
す
。目
の
前
に

緑
の
ぶ
ど
う
畑
が
広
が
る
ホ
イ
リ
ゲ

で
、地
元
の
人
々
が
集
い
、軽
い
食
事

を
し
な
が
ら
心
ゆ
く
ま
で
ゆ
っ
く
り

と
ワ
イ
ン
と
会
話
を
楽
し
み
ま
す
。

　

ホ
イ
リ
ゲ
の
歴
史
は
、１
７
８
４

年
に
ヨ
ー
ゼ
フ
２
世
が
ウ
ィ
ー
ン
と

そ
の
周
辺
の
ワ
イ
ン
農
家
に
、年
間

の
営
業
期
間
３
０
０
日
以
内
に
限
り

自
家
製
の
新
酒
の
み
小
売
り
し
て
よ

い
と
い
う
許
可
を
与
え
た
こ
と
が
始

ま
り
で
す
。18
世
紀
初
め
は
、散
歩
す

る
人
の
休
憩
場
所
で
、ぶ
ど
う
畑
に

テ
ー
ブ
ル
と
い
す
だ
け
が
置
か
れ
、

客
は
ワ
イ
ン
を
注
文
し
、持
参
し
た

パ
ン
を
一
緒
に
食
べ
ま
し
た
。

　

ホ
イ
リ
ゲ
は
一
定
の
期
間
の
み
の

営
業
で
あ
っ
た
た
め
、営
業
時
は
店

の
入
り
口
に
赤
松
の
枝
を
頭
の
高
さ

に
飾
り
ま
し
た
。今
で
も
こ
の
習
わ

し
は
続
い
て
い
て
、ウ
ィ
ー
ン
を
訪

れ
れ
ば
、赤
松
の
枝
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ホ
イ
リ
ゲ
に
は
普
通
の
レ
ス
ト
ラ

ン
と
違
っ
て
い
く
つ
か
の
制
限
が
あ

り
ま
す
。１
つ
目
は
、そ
こ
の
ワ
イ
ン

農
家
が
造
っ
た
ワ
イ
ン
の
み
を
販
売

す
る
こ
と
で
す
。ほ
か
の
ワ
イ
ン
農

家
の
ワ
イ
ン
は
販
売
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、飲
み
物
は
ワ
イ
ン
と
ジ
ュ
ー

ス
だ
け
で
、ビ
ー
ル
や
カ
ク
テ
ル
、

コ
ー
ヒ
ー
、紅
茶
な
ど
は
メ
ニ
ュ
ー

に
あ
り
ま
せ
ん
。２
つ
目
は
、料
理
は

冷
た
い
も
の
し
か
出
せ
ま
せ
ん
。各

自
が
パ
ン
や
ハ
ム
、豚
肉
の
ロ
ー
ス

ト
、チ
ー
ズ
、サ
ラ
ダ
な
ど
を
選
び
、

席
ま
で
運
び
ま
す
。

　

ホ
イ
リ
ゲ
で
の
一
般
的
な
ワ
イ
ン

の
飲
み
方
は
、「
ゲ
ス
プ
リ
ッ
ツ
タ
ー
」

と
い
い
、ワ
イ
ン
と
炭
酸
水
を
半
分

ず
つ
入
れ
た
も
の
で
す
。ま
た
、季
節

限
定
の
も
の
と
し
て「
モ
ス
ト
」と

「
シ
ュ
ト
ル
ム
」が
あ
り
ま
す
。モ
ス

ト
は
絞
っ
た
あ
と
の
発
酵
前
の
果

汁
。シ
ュ
ト
ル
ム
は
モ
ス
ト
が
１
か

月
ほ
ど
経
っ
て
盛
ん
に
発
酵
し
、ア

ル
コ
ー
ル
分
を
含
む
よ
う
に
な
っ
て

き
た
段
階
の
も
の
で
、秋
の
一
定
期

間
だ
け
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ホ
イ
リ
ゲ
と
い
え
ば
シ
ュ
ラ
ン
メ

ル
音
楽
で
す
。こ
の
音
楽
は
19
世
紀

後
半
に
、ホ
イ
リ
ゲ
や
レ
ス
ト
ラ
ン

で
民
衆
向
け
に
演
奏
さ
れ
、後
に
宮

殿
や
サ
ロ
ン
な
ど
で
貴
族
や
上
流
階

級
の
た
め
に
も
演
奏
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。２
台
の
バ
イ
オ
リ
ン
、

バ
ス
ギ
タ
ー
、ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
演

奏
形
式
で
、「
泣
き
の
入
っ
た
」憂
う

つ
な
感
じ
の
、で
も
シ
ャ
ン
ソ
ン
に

似
た
軽
い
音
楽
で
す
。

　

シ
ュ
ラ
ン
メ
ル
音
楽
は
ウ
ィ
ー
ン

の
民
族
音
楽
の
一
種
に
属
し
、作
曲

家
で
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
シ
ュ
ラ
ン

メ
ル
兄
弟
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。シ
ュ
ラ
ン
メ
ル
兄
弟
の
住

居
と
主
な
活
動
の
場
所
は
ヘ
ル
ナ
ル

ス
区
で
、兄
弟
が
作
曲
し
た
作
品
は

２
０
０
曲
以
上
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

　

ヘ
ル
ナ
ル
ス
区
博
物
館
で
は
、

シ
ュ
ラ
ン
メ
ル
音
楽
を
世
に
広
め

た
ヨ
ハ
ン
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
直
筆
の

手
紙
や
シ
ュ
ラ
ン
メ
ル
兄
弟
が
書

い
た
楽
譜
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▲ 市内のＮＰＯ・ボランティア団体
などの社会貢献活動を紹介

お詫びと訂正
　９月１日号の「広報ふちゅう」の２
ページでお知らせした「かんきょう塾
『府中の田園探勝』」の記事に誤りがあ
りました。
　お詫びして訂正します。
▽講師
○誤　進藤禮次郎氏
○正　進藤禮治郎氏
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府中水辺の楽校
「多摩川で魚づかみ」

▽日時 ９月29日（土）午前９時半～正
午
▽場所 多摩川河川敷（市民健康セン

ター野
球場南側）
▽対象 小学生と保護者
▽定員 先着50組
▽費用 １人100円（保険料ほか）
▽内容 河原の生けすに放した魚を手
で捕まえる
▽申込み ９月12日（水）から電話で、
府中水辺の楽校運営協議会事務局へ
▽問合せ 府中水辺の楽校運営協議会
事務局（３３５・４３１３＝公園緑地課
内）

企画力向上講座「行列のできる
イベントとチラシの作り方」
▽日時 10月６日（土）午前10時～午
後４時
▽会場 府中駅北第２庁舎３階会議室
▽対象 市民、市内在勤・在学の方
▽定員 先着80人
▽費用 無料
▽講師 牟田静香氏（男女共同参画お
おた理事）
▽申込み・問合せ　市民活動支援課支
援係（３３５・４０３５）へ

市立小学校の新１年生に
就学時健康診断

　平成20年４月に、市立小学校に入学
するお子さんの健康診断を下の表のと
おり行います。
　対象は、平成13年４月２日から平成
14年４月１日に生まれた方で、該当者
には就学時健康診断通知書を９月中旬
までにお送りします。
　なお、外国籍で対象年齢のお子さん
が市立小学校に入学を希望する場合
は、該当する学校の健康診断実施日の
前日までに、市役所８階学務保健課で
入学申込みの手続きをしてください。
　問合せは、学務保健課管理担当（３３
５・４４３５）へ。

子宮がん検診

▽日程 10月９日（火）から11月30日
（金）
▽時間 各協力医療機関の診療時間
内
▽会場 下の表の各協力医療機関
▽対象 昭和62年以前生まれの女性
市民
▽定員 1000人（抽せん）
▽費用 無料
▽申込み ９月17日（祝）まで（当日
消印有効）に、はがき（１人１枚）に住
所、氏名（ふりがな）、生年月日、電話
番号を記入して、保健セン

ター分館「子宮が
ん検診」係（〒183－0055府中町１の
30）へ
▽問合せ 保健セン

ター分館成人保健係
（３６８・６５１１）

平成20年度市・私立保育所（園）
のすくすく保育（障害児等保育）
▽入所（園）日　平成20年４月１日
（火）
▽対象 次に該当する心身に障害や
発達の遅れなどがある乳幼児

○保護者の就労や病気などで保育を
必要とすること
○集団保育に適すること
○日々、通所（園）ができること
※対象年齢は、市立保育所は３～５
歳児、私立保育園は０～５歳児です。
▽募集人員　市・私立保育所（園）と
も若干名
※募集する保育所（園）など、詳しく
は保育課へお問い合わせください。
▽申込み 10月９日（火）から12日
（金）の午前９時～午後５時に、決め
られた用紙（市役所６階保育課に用
意）と必要書類を保育課へ
※親子面接・グループ観察の日程は、
申込み時に決定します。
▽問合せ 保育課管理係（３３５・４
１７２）

総合体育館ジュニア
スポーツ教室参加者募集

▽種目・日程・時間・対象・定員　下の
表のとおり
▽費用 毎回の体育館使用料70円
▽申込み ９月18日（火）まで（必着）
に、往復はがきに希望種目、住所、氏
名、学年、性別、電話番号、返信用あて
名を記入して、総合体育館「スポーツ
教室」係（〒183－0025矢崎町５の

５）へ／申込み多数の場合は抽せん
▽問合せ 総合体育館（３６３・８１１
１）

府中産農産物直売所
マップを無料配布中

▽配布場所　市役所４階経済観光課、
各文化セン

ター、市政情報セン
ター、観光情報セン

ター

▽内容 府中産の新鮮な農産物を販売
している市内約60か所の直売所の案
内
※在庫がなくなり次第、配布を終了し
ます。
▽問合せ 経済観光課農政係（３３５・
４１４３）

■教育委員会定例会
　９月18日（火）午後１時半　教育セン

ター／
傍聴希望の方は14日（金）までに、総務
課へ／問合せは同課総務係（３３５・４
４２４）へ
■環境推進協議会
　９月18日（火）午後６時半　市役所北
庁舎３階会議室／傍聴希望の方は当日
直接会場へ／問合せは環境保全課公害
係（３３５・４１９６）へ

◆総合体育館ジュニアスポーツ教室◆
種　目 日　　　程 時　間 対　象（市民） 定員

新

体

操

低学年
コース 10月10日から平成20年

３月５日の水曜日

午後３時15分
～４時15分

小学１～３年生の女
子 10人

高学年
コース

午後４時半
～６時

小学４年～中学生の
女子 10人

体
力
づ
く
り
体
操

低学年
コース 10月13日から平成20年

３月22日の土曜日（月
２回）

午後３時15分
～５時

小学１～４年生 10人

高学年
コース 小学５年～中学生 ５人

体力づくり相撲 10月14日から平成20年
３月２日の日曜日

午前10時
～正午 小・中学生 10人

バスケットボール 10月19日から平成20年
３月14日の金曜日

午後４時
～６時 小学４年～中学生 10人

体力づくり柔道 10月20日から平成20年
３月８日の土曜日

午後３時半
～５時15分 小学２年～中学生 10人

剣 道 11月18日から平成20年
３月23日の日曜日

午前９時
～10時半 小学２年～中学生 10人

医療機関名 所在地 電話番号
笠間産婦人科医
院 白糸台３の50 ３６６・８８２８

東府中病院 若松町２の７ ３６４・０１５１
幸町産婦人科診
療所 幸　町２の13 ３６５・０３４１

府中レディース
クリニック 府中町２の１ ３５８・５５５８

効生堂医院 宮　町１の40 ３３４・４１８８
野本医院 是　政１の５ ３６３・２７３６
草間医院 片　町３の３ ３６２・７７６７
赤澤クリニック 寿　町１の１ ３５８・２２５５
ジェイタワーク
リニック 日鋼町１の１ ３３０・７３１８

分倍医院 美好町３の３ ３６１・４７２２
府中恵仁会病院 住吉町５の21 ３６５・１２１１
呉医院 四　谷１の３ ３６２・６２７１

　平成18年10月からプラスチック類の分別収集を
開始しましたが、収集したプラスチック類の調査を
行った結果、非常に多くのプラスチック類に汚れが
付着していることが分かりました。また、ペットボト
ルや可燃ごみも多く混入しています。
　汚れが付着していたり、不純物が混入したりして
いると、リサイクルすることが難しくなります。プラ

捨てる前にひとすすぎ
　食べ物の容器やシャンプーの
容器など、汚れが付着している
プラスチック類は、軽くすすい
でから出してください。
分別を徹底しましょう
　「プラスチック類」の収集日に
排出できる物は、プラスチック

製品、発泡スチロール製品、ビ
ニール製品です。金属製品、ゴム
製品などは、「その他不燃ごみ」
の収集日に排出してください。
また、ペットボトルは回収用網
袋、またはリサイクルボックス
に、ビン・缶は決められた回収容
器に入れてください。 ▲軽くすすいで汚れを落としましょう

  汚れを落として捨てましょうを落として捨てましょう 汚れを落として捨てましょう
プラスチック類のプラスチック類の出し方出し方の再確認をの再確認をプラスチック類のプラスチック類の出し方出し方の再確認をの再確認をプラスチック類の出し方の再確認を

も う一度 出 し方の確認を

スチック類を資源として有効活用するためには、分別の
徹底と付着している汚れを取り除くことが重要です。
　環境への負荷を減らし、より良い生活環境を維持し続
けるために、市民の皆さん一人ひとりの協力をお願いし
ます。
　問合せは、ごみ減量推進課リサイクル係（３３５・４４
３７）へ。

日　程 会　場

10月９日（火）武蔵台・日新小

10月11日（木）二・五小

10月12日（金）新町小

10月16日（火）矢崎小

10月22日（月）六小

10月23日（火）七小

10月25日（木）本宿・若松小

10月29日（月）九・小柳小

10月30日（火）白糸台・南町小

11月１日（木）三・南白糸台小

11月５日（月）一・八小

11月６日（火）十・住吉小

11月８日（木）四・四谷小
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　・学習事業係　３３６・５７０８
　・体育受付　３３６・５７０１

■ふちゅうカレッジ市民企画講座～国
際理解を深めるリレー講座「現在の中
東・中央アジアとイスラーム」／Ｆ
　日程・内容・講師は下の表のとおり　
講堂／定員290人（抽せん）／費用1300
円／託児（１歳～就学前の幼児12人）希
望の方は、幼児の氏名・生年月日も記入

■ふちゅうカレッジ市民企画講座「今、
衣の文化をさぐる・たどる」／Ｆ
　日程・内容・講師は右上の表のとおり

　講堂／定員290人（抽せん）／費用
1500円

◇　　　◇　　　◇
　対象は平成４年４月１日以前生ま
れで市民、市内在勤・在学の方／申込
みは９月20日（木）まで（当日消印有
効）に、はがきに希望講座名、住所、氏
名（ふりがな）、年齢、電話番号を記入
して、当セン

ター学習事業係へ／電子申請、
講座応募箱での申込み可／問合せは
学習事業係へ
■エル・ネット「オープンカレッジ」
／Ｆ
　講座名・日時は右上の表のとおり

　語学室／定員各30人／無料（希望
者のみテキスト代が別に必要）／申
込みは各講座の初回の前日まで（必
着）に、はがき、またはＦＡＸ（336・
5709）に希望講座名、住所、氏名（ふり
がな）、年齢、電話番号を記入して、当
セン
ター学習事業係へ／電子申請、講座応
募箱での申込み可／定員を超えた場
合のみ参加の可否を連絡／問合せは
学習事業係へ

生涯学習セミナー
　　　　　　受講生募集

スポーツセミナー

■ウォーキング＆エクササイズ教室
　10月15日から12月10日の月曜日
　午前10時～正午（全７回）　温水
プール／定員20人／費用4200円／講

師は青山千恵美氏（アクアエクササイ
ズインストラクター）
■体験アクア＆ウォーキング教室
　10月25日から11月８日の毎週木曜
日　午前10時～正午（全３回）　温水
プール／定員20人／費用1800円／講師
は宮嵜裕子氏（アクアエクササイズイ
ンストラクター）ほか

◇　　　◇　　　◇
　対象は平成４年４月１日以前生まれ
の市民／申込みは９月20日（木）まで
（当日消印有効）に、往復はがき（１人１
枚）に希望講座名、住所、氏名（ふりが
な）、年齢、電話番号、返信用あて名を記
入して、当セン

ター学習事業係へ／電子申請
可／申込み多数の場合は初めての方を
優先して抽せん／問合せは学習事業係
へ

■生涯学習セン
ター体育室休場のお知らせ

　９月15日（土）午前９時～正午は、市
主催事業のため全面休場します／問合
せは体育受付へ

回 日　程 内　容 講　師

1 10月12日（金）
イラクの復興はど
うなるか

酒井啓子氏
（東京外国語大学教授）

2 10月19日（金）
イスラームにおける
経済・信仰と金もうけ

加藤　博氏
（一ツ橋大学教授）

3 10月26日（金）
中央アジアのイス
ラーム・歴史と現在

小松久男氏
（東京大学教授）

4 11月２日（金）
スーダンのダルフー
ル危機を考える

栗田禎子氏
（千葉大学教授）

5 11月９日（金）
パレスチナ問題と
日本の役割

臼杵　陽氏
（日本女子大学教授）

※時間は、いずれも午後２時～４時。

回 日　程 内　容 講　師

1 10月13日（土）

有職故実から
みた日本の衣
装

笹岡洋一氏
（染織研究家）

2 10月20日（土）
名物裂と日本
の伝統文化

鈴木　一氏
（鈴木時代裂研究所所長）

3 10月27日（土）
ハギレからみ
る日本の文化

佐治ゆかり氏
（福島県立美術館主任学芸員）

4 11月10日（土）

伝えたい日本
の衣の文化と
こころ

木村　孝氏
（染織研究家）

5 11月17日（土）
暮らしと衣の
民俗

神保教子氏
（日本民具学会会員）

6 11月24日（土）

各地に伝わる
衣生活文化を
たずねて

竹内淳子氏
（日本民俗学会会員）

※時間は、いずれも午前10時～正午。

講座名 日　時 全回数

カ ラ ー セ ラ
ピーの世界を
のぞいてみよ
う

10月４日・11日・
25日、11月１日・
８日・15日（木）午
前10時～11時50
分

６

「源氏物語」へ
の誘い～その
全貌早わかり

10月９日・16日・
23日（火）午前10
時～11時50分

３

鑑賞のための
音楽と楽譜の
歴史

10月10日（水）午
前10時～11時55
分・24日・31日（水）
午前９時50分～
11時50分

３

■社会福祉協議会臨時職員（登録ヘ
ルパー）募集　勤務は月～土曜日の
週３日以上で１日５時間程度／対象
は介護福祉士、またはホームヘル
パー２級の資格をもつ59歳以下の方
／若干名／募集要綱は同協議会（寿
町３の２）で配布／問合せは同協議
会在宅サービス課（334・3040）へ
■障害者就労支援事業所利用者募集
　場所は三鷹市大沢／対象は事業所
まで通える知的障害のある方／内容
は就労移行支援事業、就労継続支援
事業Ａ型／申込み・問合せはにじの
会（0422・39・2411）へ
■おもと培養講習会　９月22日（土）
午後１時半～４時半　教育セン

ター／費用
500円／内容は秋から冬にかけての
培養要領、おもと健康診断（おもと持
参）ほか／主催は府中おもと同好会
／問合せは迫宅（364・2733）へ
■美ふじ流舞踊公演　10月13日（土）
午前10時半　府中の森芸術劇場／無
料／内容は「ふたりのビッグショー
＆生バンドによる唄と踊り」ほか／
出演は嘉島典俊ほか／問合せは関川
宅（366・2870）へ
■太極拳合同発表会　９月16日（日）
午前10時半～午後４時半　府中グ
リーンプラザ／無料／内容は45チー
ムによる気功八段錦、練功十八法、
剣、扇ほか／主催は日本フィットネ
ス太極拳協会／問合せは木林あて
（080・5021・8364）へ
■講演会「しあわせの数値～文化環
境を育む家計簿」　９月25日（火）午
前10時～11時45分　府中グリーン
プラザ／費用1000円／内容は住み
やすい地球を守るために一人ひとり
がどう暮らしていくか考える／講師
は神野直彦氏（経済学者）／託児あり
（予約制、費用350円）／主催は多摩

友の会／申込み・問合せは同会（042・
585・7003）へ
■あお空子ども囲碁まつり　９月29
日（土）午後１時～３時　フォーリス
前／雨天の場合は30日（日）／対象は
小・中学生／先着100人／無料／内
容は９路盤による対局／主催は囲碁
を楽しむ会／申込みは電話、または
ＦＡＸで同会へ／問合せも同会（31
4・3433＝ＦＡＸ同番）へ、午後１時
～６時に
■ちびっ子マネー教室　９月24日
（月）、10月28日、11月25日（日）、12月
23日（祝）、平成20年１月27日、２月24
日、３月23日（日）午前10時～11時半
　スクエア21・女性セン

ター／対象は６～
10歳（保護者同伴可）／各日先着10人
／費用500円／内容はお金の仕組み
や役割を学び、おこづかいゲームを
通して金銭感覚を養う／主催は女性
と市民のためのＦＰ研究会／申込み
は電話、またはＦＡＸで長曽我部宅
へ／問合せも同宅（336・6690＝ＦＡ
Ｘ同番）へ、夜間に
■なかまフットサル大会　10月21日
（日）午前９時～午後６時　ミズノ
フットサルプラザ味の素スタジアム
（調布市西町）／対象は府中・調布・狛
江市民、市内在勤の方で、20歳以上の
男性、女性、小学生以下の２つ以上の
区分に該当する選手がいる５人以上
のチーム／定員28チーム（抽せん）／
費用3000円（保険料ほか）／主催は
武蔵府中法人会／申込みは10月１
日（月）まで（必着）に、決められた用
紙（同法人会に用意）で同法人会
（〒183－0055府中町２の25中央文
化セン
ター内）へ／ＦＡＸ（360・1678）・持参
可／問合せは同法人会事務局（363・
3501）へ
■史跡めぐり歩こう大会　９月30日
（日）午前９時　府中公園集合／無料
／内容は市内西北部の７キロメー

トル・13
キロメー

トルの２コース／主催は府中市歩

こう協会／当日直接会場へ／問合せ
は太田宅（366・4623）へ
■浅間山清掃と園路の除草　９月22
日（土）午前10時～11時半　浅間山あ
ずまや集合／雨天の場合は23日（祝）
／軍手、雨具などは浅間山自然保護
会で用意／問合せは同会・山内あて
（363・5868）へ
■けやき平和チャリティコンサート
　10月１日（月）午後６時半　府中の
森芸術劇場／入場料一般2000円（前
売りは500円引き）、中学・高校生1000
円（全席自由）／出演は西久保友広
（マリンバ）、SOUND of JOY（ゴス
ペル）／申込み・問合せは同コンサー
ト事務局・村川あて（368・3648）へ
■岩渕嘉瑩リサイタル「シューベル
ト～冬の旅」　10月19日（金）午後７
時　府中の森芸術劇場／入場料一般
3000円、学生1000円（全席指定）／共
催は府中文化振興財団／申込み・問
合せはセンターヴィレッジ（03・59
41・0324）へ
■TAMA21交響楽団定期演奏会　
10月21日（日）午後２時　府中の森芸
術劇場／入場料1000円（全席自由）／
曲目はブラームス…「交響曲第３番」
ほか／指揮は曽我大介／後援は府中
文化振興財団／申込み・問合せは久
保アートプロデュース（042・540・01
07）へ
■みんなで遊ぼう「オリエンテーリ
ング」　９月16日（日）午前10時～午
後２時　郷土の森博物館／雨天中止
／対象は平成20年４月に小学校入学
予定の幼児と小学生／無料／主催は
ボーイスカウト府中６団／申込み・
問合せは西江宅（368・0811）へ

■動物愛護ふれあいフェスティバル
　①９月22日（土）午前11時～午後４
時　上野恩賜公園・②23日（祝）午後

１時半～５時　東京国立博物館／内
容は①愛犬のしつけ方教室ほか、②
動物愛護シンポジウム「飼う前に考
えよう～動物への責任、社会への責
任」…先着390人／申込みは①当日直
接会場へ、②日本動物福祉協会（03・
5740・8856）へ／問合せは都福祉保
健局環境衛生課（03・5320・4412）へ
■東京農工大学公開講座「リフレッ
シュ気功・呼吸法」　10月27日（土）・
28日（日）午前９時半～正午（全２回）
　同大学小金井キャンパス／先着20
人／費用4000円／講師は田中幸夫氏
（同大学准教授）／申込みは電話、ま
たはＦＡＸ（367・5898）で同大学へ 
／問合せは同大学広報・社会貢献
チーム（367・5895）へ
■東京しごとセン

ター多摩無料セミナー　
①９月12日（水）・13日（木）午前10時・
②19日・26日（水）午後１時・③25日
（火）午後１時・27日（木）・28日（金）午
後２時　同セン

ター（国分寺市南町）／内容
は①すぐに使える就職活動のテク
ニック、②１日で学べる再就職活動
のテクニック、③女性対象セミナー
／申込み・問合せは同セン

ター（329・4524）
へ
■都立立川ろう学校学校公開　10月
10日（水）午前９時～午後零時半　同
校／内容は学校概要説明、授業参観、
質問コーナー／申込みは10月３日
（水）まで（必着）に、はがき、またはＦ
ＡＸ（042・523・6421）に教育相談・手
話通訳希望の有無を記入して、同校
「学校公開」係（〒190－0003立川市栄
町１の15の７）へ／問合せも同校
（042・527・1528）へ
■行方不明の人を捜す相談所　９月
23日（祝）午後１時～５時　市政情報
セン
ター／家族の所在がわからない方は本
人を特定できる資料を持参／問合せ
は府中警察署生活安全課（360・0110）
へ
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※各ページのＦマークは、「ふちゅうカレッジ1 0 0」の対象事業です。

　９月21日（金）から30日（日）に、秋の全国交通安全運動を行います。
　今年の市内の交通事故は、８月31日現在で766件発生し、死者４人、重傷者11人、軽傷者853人
で、昨年の同じ時期に比べて発生件数が73件減少しています。
　自分勝手な行動が大きな事故につながることを認識して、自分の運転技術や体力などを過信
せず、交通ルールとマナーを正しく守りましょう。
　問合せは、地域安全対策課安全係（３３５・４１４７）、または府中警察署交通課（３６０・０１
１０）へ。

■自転車マナー向上キャンペーン
▽日時　９月19日（水）午後１時～３時
▽場所　けやき並木（府中グリーンプラザ南側）
▽内容　自転車のマナー向上の呼び掛けと府
中輪業組合による自転車の無料点検
■小学生・高齢者自転車競技大会
▽日時　９月24日（月）午後２時～４時
▽場所　東京競馬場第１駐車場

◇　　　◇　　　◇
※各催しは、雨天の場合は中止です。

○歩道は歩行者が優先です。自転車で歩道を通行す
るときは車道寄りを徐行しましょう
○飲酒運転・二人乗り・並進はやめましょう
○ライトは夕暮れ時は早めに、夜間は必ず点灯しま
しょう
○子供はヘルメットを着用しましょう

交通安全運動の基本項目
○高齢者の交通事故防止

交通安全運動の重点項目
○飲酒運転の根絶
○夕暮れ時と夜間の歩行・自転車乗車中
の交通事故防止
○後部座席を含むシートベルトとチャイ
ルドシートの正しい着用の徹底
○二輪車の交通事故防止

知っていますか　守っていますか
自転車のルールとマナー

交通安全運動の主な催し交通安全運動の主な催し交通安全運動の主な催し交通安全運動の主な催し交通安全運動の主な催し

　３６８・７９２１
入場料　２００円（中学生以下１００円）

■星空観望会
　９月22日（土）午後７時～８時半　博
物館正門前集合／費用大人100円、中学
生以下50円／内容は中秋の名月直前の
月や二重星などの観察／協力は府中天
文同好会／雨天・曇天中止（当日午後３
時に決定）
■森のお話会～紙芝居
　９月22日（土）午後２時45分　旧郵便
取扱所脇／対象は５歳以上の方／内容
は「おとうさん」「六三じぞう」ほか／語
りは十べえお話の会
■刺子教室
　９月24日（月）午前10時～午後３時　
ふるさと体験館／対象は小学５年生以
上の方／①初級・②中級各先着10人、③
上級先着５人／費用①500円、②700円、
③1000円／内容は①ティッシュケー
ス、②ランチョンマット、③手提げ袋／
申込みは電話で当館へ
■押し花教室「秋編」
　９月23日（祝）・30日（日）午前10時～
正午　ふるさと体験館／対象は全回出
席できる小学４年生以上の方／先着
10人／費用1000円／内容は園内で摘ん
だ草花で押し花を作る／申込みは電話
で当館へ／23日が雨天の場合は中止
■わら細工クラブ半期コース
　10月から平成20年３月の土曜日を中
心に活動　午前10時～午後３時（全12
回）／対象は高校生以上の方／定員５
人（抽せん）／費用8000円／内容は基本
の縄ない、わら馬、しめ飾りほか／申込
みは９月22日（土）まで（当日消印有効）
に、往復はがきに住所、氏名、年齢、電話
番号、返信用あて名を記入して、当館
「わら細工クラブ」係へ
■ウィーンの調べコンサート
　９月16日（日）午後４時　博物館本館
エントランスホール／無料／内容は友
好都市ウィーンのチター奏者とソプラ
ノ歌手による「アベマリア」「美しく青
きドナウ」などの演奏／協力は府中国

際友好交流会

　３３６・３３７１

■常設展ギャラリートーク
　９月15日（土）午後２時　常設展示
室／無料（常設展観覧料が別に必要）
／内容は「ぱれたんの時間旅行」展の
子供向けの作品解説／講師は当館学
芸員／当日直接常設展示ロビーへ

　３５４・８７００

■講演会「養育家庭ってなんだろ
う？」
　10月５日（金）午後２時～３時半　
ミーティングルーム／対象は養育家
庭に関心のある方／先着25人／内容
は里親から見た子供たちの素顔と養
育家庭制度の説明／申込みは電話、
またはＦＡＸ（354・2524）で当セン

ターへ

　３６０・３３１１

■ふしぎ発見科学教室「いろいろな
もので染めてみよう」
　９月22日（土）午後１時半～４時　
学習室／対象は小学３年生以上の方
／先着25人／費用300円／内容は葉、
木の皮、たまねぎの皮などで草木染
めをする／協力は科学体験クラブ府
中／申込みは９月11日（火）午前９時
から当館へ（電話可）
■カルチャー講座受講生募集／Ｆ
　講座名・曜日・時間・講師は右の表
のとおり／定員各講座若干名（先着
順）／費用14400円（６か月12回）、日
常英会話は28800円（６か月24回）／
各講座とも教材費が別に必要／申込
みは９月12日（水）午前９時から当館
へ（電話可）

　３６０・１３１２／ FAX３６８・６１２７

心身障害者福祉 セン
ター

■視覚障害者パソコン講習会
　９月25日（火）から27日（木）午後１
時半～３時（全３回）／対象は視覚障
害のある方／先着４人／内容は音声
パソコン入門（PCトーカー使用）／
申込みは当セン

ターへ

　・社会福祉協議会　 ３３４・３０４０

　・府中ボランティアセン
ター　３６４・００８８

　・権利擁護セン
ターふちゅう ３６０・３９００

　・ふれあい福祉相談室 ３６０・３２３２

■病気と福祉のわかりやすい話／Ｆ
　９月25日（火）午後１時半～３時半
　武蔵台文化セン

ター／対象は市民／先着
30人／無料／内容は病気の話「薬と
健康」…講師は木村孔右氏（医師）、福
祉の話「元気に過ごすための体づく
り」／協力は府中市医師会／申込み・
問合せは社会福祉協議会へ
■交流しながら楽しくボランティア
体験
　９月30日（日）午前10時～午後３時
半　大谷戸公園キャンプ練習場（多
摩市連光寺）／雨天中止／対象は高
校生～49歳の方／費用700円（食材
費・保険料）／内容は市内ボランティ
アグループ連絡会「すりりんご」が行
うバーベキュー交流会での手伝い、
障害のある方のサポート／申込みは

９月21日（金）までに、府中ボランティ
アセン

ターへ／問合せは同セン
ターへ

■中学・高校生のための「１日ボラン
ティア体験」
　10月20日（土）・21日（日）午前８時半
～午後４時15分　府中公園ほか／対象
は中学・高校生で市民、市内在学の方／
定員各日30人（抽せん）／内容は福祉ま
つりでのボランティア体験／申込みは
９月27日（木）までに、決められた用紙
（府中ボランティアセン

ターに用意）で同セン
ターへ

／保護者の同意が必要／問合せは同セン
ター

へ
■成年後見利用支援事業「成年後見申
立て等学習会」
　10月４日・11日（木）午後１時半～４
時　６階会議室／対象は成年後見申立
てを行いたい市民、または家族で、全回
出席できる方／定員10人（抽せん）／無
料／内容は法定後見制度や後見人業務
について、法定後見の申立て書類の作
り方、後見受任後の実務／申込みは９
月26日（水）までに、電話、またはＦＡＸ
（362・9093）で権利擁護セン

ターふちゅうへ／
問合せは同セン

ターへ
■家族介護者のつどい日帰り旅行「秋
の温泉日帰り入浴とグルメの旅」
　11月22日（木）午前９時　ふれあい会
館集合／対象は家族介護者／定員26人
／費用2000円／内容は秋川渓谷瀬音の
湯で日帰り入浴ほか／申込みは10月12
日（金）までに、電話、またはＦＡＸ（334・
3013）でふれあい福祉相談室へ／申込
み多数の場合は初めての方を優先して
抽せん／問合せは同相談室へ

９月21日（金）から30日（日）９月21日（金）から30日（日）
全国交通安全運動全国交通安全運動秋の全国交通安全運動全国交通安全運動全国交通安全運動

◆カルチャー講座◆
講座名 曜　日

（開講日） 時　間 講　師

日常英会話 木曜日
（10月４日） 午後６時半～８時半 半沢好利子氏

（元東京外語専門学校専任講師）

鎌倉彫（入門）
金曜日

（10月５日）

午後１時～４時 田中秀孝氏
（鎌倉彫師）

生け花 午後６時半～８時半 安丸豊弥氏
（小原流家元一級教授）

モダーン手描染
水曜日

（10月10日）

午後１時半～３時半 若井良子氏
（右近佐知モダーン手描染アカデミーアソシエイト）

着物の着装と
マナー 午後６時半～８時半 松岡七七子氏

（全日本きものコンサルタント協会会員）

茶道 木曜日
（10月11日） 午後６時半～８時半 武藤宗久氏

（表千家教授）ほか

布絵
金曜日

（10月12日）

午前10時～正午 横山　萌氏
（布絵「草の実会」主宰）

書道（初級） 午後１時半～４時 善木菁葩氏
（書壇院会員）
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